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昭和39年12月24日に芝浦と場でと殺解体され た もの

で,種 類,年 令,性 ,産 地および病歴など不明である。

検索材料は肝,肺 ,肺 門 リンパ節,心 ,腎 ,牌 および横

隔膜などで10%ホ ルマ リン固定とした。

肉眼的所見 :肝には粟粒大～桜桃大あるいは母指頭大

のクリーム色を呈している腫瘤が散発的にあり,特 に辺

縁部に著明で,腫 瘤は密発融合していて, これら腫瘤に

は石灰化を伴つている(写真 1)。肺の一部に鶏卵大の硬

結 (石灰化を伴つている)が 認められる。肺門 リンパ節

は腫大し,石 灰化著明である。腎には黄白色の粟粒大結

節が多数集合し,限 局性に数個存在している。その他胸

膜炎が著明で,肺 胸膜,心 外膜,横 隔膜 (胸,腹 両面),

肝包膜および膊などには絨毛が顕著に新生している。

顕微鏡的所見 :肝の腫瘤部には輪状 (肥厚血管の断面

機 に線維性結節状増殖が認められ,石 灰化が著明であ

る (写真 4,H― E染 色,X50)。 この輪状結節性増殖

の周囲には部位により好酸球を,あ るいは好中球を主と

し,ま た リンパ球や組織球および巨細胞などが多数浸潤

している。特に好酸球の集族部で真菌症の病巣を思わせ

られるような像もある。 しかし写真2(H― E染 色, X

10の においては線維芽細胞が増加し, さらに経過する

と写真3(H― E染 色, X100)の ごとき像へと移行する

ようにも思える。その他臓器の肉眼的病変の認められた

部 6は毛根部などにも)に は巨細胞, リンパ球,組 織球

などからなる結核様の組織像を呈していて,そ の他肝で

認められた好酸球や好中球の参加はなく, また石灰化は

肺と肺門リンパ節に認められ,そ の他には認 め られ な

い。

以上の所見より結核を考えたが 結 核 菌 染 色 (Ziehl

Neelsenぉ ょび Anilin Fuchsin染色等)は 陰性 で あ

り, また真菌症も疑い Gridlcy染色や RS染 色等を施

したが陰性であつた。一方,原 因体の検出ができなく結

核類似の病巣が全身性に認められるので Sarcoidosisも

考えてみた。しかし肝のなの内眼的および顕微鏡的所見

では虫卵が認められないが ChariCOSsに 最も類fllして

いると考えられる。

診断 :研修会において行なわれ,病 理組織学的変化像

より標題のごとく石灰化を伴た慢性問質性増殖性肝炎と

された。
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